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大中寺は、臨済宗妙心寺派の古
こさ つ

刹

で、夢
むそうこくし

窓国師の開山とされます。皇室

と関係が深く、恩
おんこうでん

香殿は昭
しょうけんこうたいごう

憲皇太后

(明治天皇の皇后)の休息のため造ら

れ、通
つうげんきょう

玄橋とともに国の有形文化財

に登録されています。山門は鐘
しょうろう

楼を

兼ねる市内で唯一現存する鐘楼門で

す。また、大中寺は梅園も有名です。

太平洋戦争中、沼
ぬまづかいぐんこうしょう

津海軍工廠などの軍事施設の防衛

のため、中沢田に横
よこすかかいぐんけいびたい

須賀海軍警備隊沼
ぬまづほうだい

津砲台が構
こうちく

築

されました。米軍機を撃墜するために高角砲が設置さ

れ、現在でも弾
だんやくこ

薬庫が公園に残っています。

市内に残る三基の前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳のうちの

一つで、墳
ふんきゅう

丘の長さは48メートルありま

す。前方部には子
ね

ノ
の

神
じんじゃ

社が鎮
ちんざ

座してい

ることからこの名が付きました。古墳の

全容はわかっていませんが、長塚古墳

よりも古いとも言われています。

⑤大
だいちゅうじ

中寺

⑥砲
ほうだいこうえん

台公園

⑦③子
ね の か み こ ふ ん

ノ神古墳

①①高
たかおさん こ ふ ん

尾山古墳

"卑
ひ み こ

弥呼"の時代(弥生時代の終わりから古墳時代の初め)のスルガの王墓と言われます。周
しゅうこう

溝

を含めた全長は62メートル。西暦230年ごろの築造、250年ごろに被葬者が埋葬されたと推定

される、東日本最古級最大級の前
ぜんぽうこうほうふん

方後方墳です。発掘調査によって埋葬施設が確認され、銅

鏡や鉄製の槍、矢じりなどの副葬品が出土しました。出土した副葬品は文化財センター(沼津

市志下530)に展示していますが、明治史料館でもレプリカを見学することができます。

②東
とうこうあん

光庵の湧
ゆうすいち

水池

東
ひがしくまんどう

熊堂の東光庵の西側に位置する

自然湧水池。愛鷹山の豊富な地下水

が湧き出ており、古くから人々の生

活を支えてきました。池の南側には

広
ひろいけ

池遺跡が広がり、発掘調査で古墳

時代の水の祭
さいし

祀に関わる遺
いこう

構・土器

が出土しています。

③東
ひがしさわだ

沢田石
せきとうぐん

塔群

公会堂の南側には、江戸時代～大正

時代に建てられた甲
こうしとう

子塔や石仏が多

数安置されています。また敷地内に

は旧
きゅうばくしん

幕臣らによって開設され、現在

の市立金岡小学校の前身となった

敬
けいしんしゃ

身舎の石碑が立っています。

④②長
ながつかこふん

塚古墳

市内に残る三基の前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳のうちの

一つで、古墳時代後期前葉(６世紀頃)

の築造とされます。墳丘の長さは54

メートルで、周
しゅうこう

溝も含めると75メー

トルと推定されます。昭和31年の発

掘調査で市内では唯一となる埴
はにわ

輪が出

土しました。

（通称三角池）
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